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　もう１つは「ワンストップで網羅的なコ
ンテンツを提供する」こと。例えば、英会
話教室がアスリートに英語を教えるといっ
た研修スタイルは他にも存在するが、ホー
プスの場合は何から何まで対応できること
が強み。「私たちのところへ来てくれれば、
英語も教えられるし、SNSのリスクマネ
ジメントも、チームビルディングも、メン
タルコントロールも、論理的に物事を考え
る方法も、何でも教えることができます。
つまり、〝アスリート向け教育研修のデパー
ト〟のような存在なのです」と坂井さん。
「そして、そういう教育を専門とする会社
だからこそ、提供する研修メニューにも、
起用する講師にもこだわっています」と坂
井さんが言葉を強くするのが、その３つ目。
「結果的に、有償でのお取り引きとなりま
すが、その代わりにアスリート向けに設計
されていないコンテンツをそのまま提供し
たり、知識を持たない講師を派遣したりす
るようなことは絶対にありません」と坂井
さんは言い切る。
　こうした確固たるポリシーがあるからこ
そ、クライアントからの信頼を勝ち得るこ
とができるのだろう。

本物を、カスタマイズして、
定着させる

　では、具体的に、どんな研修が行われて
いるのだろうか？　右表は、ホープスがア
スリートに対してできることをまとめたも
のだ。
　大きく分けると、競技成績に影響を与え
る知識や思考法、さまざまなリスクの対応
法、異なる業界のスペシャリストに触れる
経験の３つがあり、それぞれで紹介されて
いる各項目が、研修として提供できるテー
マとなる。これとは別に、50項目におよぶ
サンプルメニューも存在するが、「過去に実
施した400回の研修で、１つとして同じもの「アスリートに特化した研修」を

展開する国内唯一の企業
　今年、創業から19年目を迎えるホープス
は、一般企業向け研修や、講師の派遣、個
別指導等の事業を展開するとともに、アス
リートに特化した教育研修プログラムや講
師を有する国内唯一の人材育成企業とし
て、各種スポーツの競技団体やプロスポー
ツチームなどから依頼を受け、アスリート
や指導者の人材育成、組織やチームに向け
た教育研修、講師の派遣などを行っている。
　同社代表取締役社長で、自身も〝アスリー
ト研修の専門家〟として活躍する坂井伸一
郎さんは、ホープスが展開するアスリート
向け研修の特長を、「教育研修の専門家と
して、アスリートに最適化したさまざまな
メニューを提供できること」と胸を張る。
　坂井さん自身は、2011年からアスリート
を対象にした研修の現場に立っているが、
その内容や評判が広がり、相談や依頼が年々

はありません」と坂井
さん。依頼を受けた段
階で、受講者の年齢層
やニーズ、競技レベル、
そして、その研修を実
施する側が求めている
ものをヒアリングし、
その受講者に最適なも
のに必ずカスタマイズ
しているという。
　また、「本物に触れ
ることを通じて受講
者の内面に響かせた
り、脳科学などの学術
研究から効果があると
される手法を取り入れ
たりすることで、受講
者に〝忘れられない学
習経験〟が提供できる
よう、常にブラッシュ
アップを心がけていま
す」。記憶に残すこと
ができれば、人間は自
ずとそれを使うように
なる。その結果、言動
が変化し、目指す方向へとより良く変わっ
ていくことを期しているわけだ。

より本質的な〝考える力〟を高める
　こうした研修によってホープスが目指し
ているのが、冒頭でも紹介した “頭を使っ
て強くなる” ということである。
「アスリートは、競技技術を高めるために、
身体とメンタル（精神）の2つが重要であ
ることは理解していて、誰もがそこに取り
組んでいます。そんななかで、私たちが提
案しているのは、身体やメンタルだけでな
く、頭を使って工夫することもやってみよ
うよ、ということなんです」
　実施する研修は、その時々によってテー
マも対象も異なるが、どの場合においても、
◦�物事や課題は、必ずそれらを構成してい
るいくつかの要素がある。まず、その要
素は何であるか１つ１つを把握する（分
解）
◦�目指す方向や問題解決のために、分解し
た要素をどう組み立てればよいのか、さ
らによくするためにあったほうがいい要
素は何かを考える（構造化）
が、自然とできるようなかたちに構成され
ている。つまり、〝ものの見方や考え方を
分解できること、それらを構造化していけ

増加。これまでの研修実績は、2019年８月
の段階で全400回、受講したアスリートの数
は延べ7149名に達するまでになっている。

プロ野球選手やトップ競技者への
研修で実績を積む

　最も多いのは、プロ野球の球団からのオ
ファーで手がける研修だ。「プロ野球12球
団のうち、現在は、埼玉西武ライオンズ、
千葉ロッテマリーンズ、東京ヤクルトスワ
ローズ、読売ジャイアンツの４球団がお客
様です。一番古いのは埼玉西武ライオンズ。
2014年６月からのお付き合いです。もとも
と教育研修というのは、例えば、打率が１
割上がっても、〝上がった打率のこの部分
が研修による成果〟と明示することができ
ない性質のもの。そんななかでも、すべて
の球団から継続して毎年依頼をいただき、
さらには、新たにお客様が増えているとい
うことは、我々に対する評価と受け止めて
よいだろうと考えています」と坂井さん。

ること〟という、より本質を見極めて考え
ていける能力を高めることが研修のベース
となっているわけだ。この力が身につけば、
競技場面だけでなく、日常生活においても、
競技生活を終えたのちの人生でも、さまざ
まな場面で応用することが可能になる。
　坂井さんは、「考えて行動できるアスリー
トが増えれば、今、取り沙汰されているセ
カンドキャリアの問題は、自然となくなるは
ず」と未来を見据える。そうしたアスリー
トの変化は、きっとスポーツ界そのものに
も大きな変容をもたらすことだろう。
　そして、ホープスが提供する研修は、〝学
び続けること〟が求められる指導者にも、
最適と言えるだろう。プログラムが指導
者向けにカスタマイズされていることはも
ちろんのこと、「情報提供というかたちで、
〝トップ・オブ・トップ〟で活躍している競
技の事例や、プロスポーツが実施している
例などを話したり、自分が必要とする情報
の集め方や探し方、さらには公表されてい
る資料の読み解き方を紹介したりすること
も行っています」と坂井さんは言う。
　自ら〝アスリート向け教育研修のデパー
ト〟と形容したように、いろいろな引き出
しから、さまざまな知識や手法を提示でき
ることもホープスの大きな強みなのだ。

　プロ野球以外のスポーツでも需要は高
まっている。なかでもアマチュアスポーツ
競技の場合は、日本代表や強化指定選手な
ど世界大会で勝つことやメダル獲得が期待
されるレベルの競技者、あるいは将来的に
そうした活躍を期待されている若い年代の
競技者を対象に行うケースが多いという。
これまでにハンドボール、卓球、カーリング、
スケートなど14の競技で実績があり、もち
ろん陸上競技もその１つ。メダル獲得を狙
う種目の日本代表選手への研修、あるいは
将来を嘱望される若手競技者を対象とした
育成プログラムの企画・実施にかかわって
いる。

ホープスの
アスリート研修に対する考え方

　ホープスでは、アスリートに向けた研修
を展開していく上で次の３つを大切にして
いる。１つは、「競技者の〝今〟を大切に、
競技の成果向上にコミットする」こと。ア
スリート研修の現場では、よく〝セカンド
キャリアを見据えて〟という視点で展開す
る例が見られるが、ホープスでは、今、取
り組んでいるその競技の成績を高めること
を重要視し、その実現に直結する内容の提
供を目指しているという。

　皆さんは、今、プロ野球界で、「頭を使って強くなる」取り組みが進んでいることを
ご存じだろうか？　同様に、アマチュアのスポーツ競技においても、世界の頂点に立つ
ことを目指して取り組んでいる競技者に対して、「自ら考えて、最適解を導き出し、そ
れを強みとして、さらに競技力を高めていける能力」を学ぶ機会を設けるケースが増え
ている。そうした研修や教育の場面において、アスリートに特化した内容を開発・提供
していることで、利用者から厚い信頼が寄せられている人材育成企業がある。株式会社
ホープスだ。同社の取り組みを紹介する。� ●文／児玉育美
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株式会社ホープスの取り組み

アスリートの成長と成功を
〝知力の強化〟を通じてサポート

▲〝知力の強化〟によってアスリートの成長と成功を支える
株式会社ホープスの坂井伸一郎社長　� 撮影／船越陽一郎

アスリートの成長と成功を
〝知力の強化〟を通じてサポート

ホープスがアスリートに対してできること
１．競技成績に影響を与える知識や思考法

日々の練習の密度・効率を高めることや、試合において実力を発
揮できる確率を高めることができるようになる。
＜研修項目例＞

目標設定＆目標管理、PDCA サイクルの活用、チームビルディン
グ、リーダーシップ、論理的思考法、選手と指導者のコミュニケー
ション、強くなるための五感活用、眼を強化して強くなる、メン
タルコントロール、効果的な睡眼方法など。
 

２．さまざまなリスクの存在と、その回避方法
どんな問題があるかを知ることで、アスリート人生をより長く延
ばすことができる。
＜研修項目例＞

リスクマネジメント、キャリアデザイン、喫煙が身体に与える影
響、異性問題の回避方法、SNSの安全な使い方、アンガーマネ
ジメント、お金と税金についてなど。
 

３．自分たちの競技と異なる世界に触れる経験
日常のトレーニングや試合において、革新的、あるいは個性的な
工夫を生み出すことができるようになる。
＜研修項目例＞

日本の伝統芸能に学ぶ、AI（人工知能）の進化に学ぶ、ゾーン＆
フロー状態の科学、他競技のプロフェッショナルに学ぶなど。

▲いろいろな引き出しから、さまざまな知識や手法をアスリー
トに提供できることがホープスの強み

日本で唯一、アスリートに特化した
研修プログラムを有する人材育成企業

検索検索ホープス　アスリート研修


